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【導入の実際】平成 25 年 7 月手術室運営委員会で“手術安全チェック



























Response System （以下 RRS）の整備、看護師の急変予期能力の向上、
看護師のコミュニケーション能力の向上を、当院の課題、改善のため
の 3 本柱とし、看護師を中心に教育を行っている。2011 年度からは、
このうちの急変予期能力の向上、コミュニケーション能力の向上を目
的とした「院内患者急変対応向上研修」を開催しているが、2013 年度
は更に、研修ファシリテーターが各部署に出向くことで研修に参加し
やすい環境を提供しながら、研修開催部署で発生した症例を活かした
シミュレーションシナリオを展開するスタイルを取ることで、22 部署、
300 人を超える看護師が参加した。
【取り組みの実際】看護師の感じる「何かおかしい」回路を起動する
ためのタスク分析から開始、急変の前兆を発見するための思考や行動
のステップをアルゴリズム化したものを作成し、研修では、知識とし
て身につけ、症例を通じて思考し行動するトレーニングを行った。ファ
シリテーターの支援を受けながら、仮説検証型アプローチを用い患者
アセスメントを進めることで、参加者の思考が整理され、これに伴い、
医師への報告内容が情報の羅列から、適切な医学用語を用いた明瞭・
簡潔な報告に変化した。学習会参加者からは、医師に対する報告の苦
手意識が薄れたという感想が聞かれ、その後実践することで患者の状
態悪化を防ぐことができたと報告する参加者も現れた。
【今後の課題】看護師全員が研修に参加し、理解し、態度や行動を身に
着けることができるようになるための教育時間の確保が課題となる。
